
目

次

規

則

○
青
森
県
県
営
住
宅
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
qqqqqqqqqqqqqqqqqqqqq（
建
築
住
宅
課
）
…
一

告

示

○
生
活
保
護
法
に
よ
る
指
定
介
護
機
関
の
廃
止
の
届
出
qqqqqqqqqqqqqqqqqq（
健
康
福
祉

政

策

課
）
…
一

○
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中

国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
に

よ
る
指
定
介
護
機
関
の
廃
止
の
届
出
qqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqq（

同

）
…
二

○
救
急
病
院
の
設
置
qqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqq（
医
療
薬
務
課
）
…
二

○
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の

法
律
に
よ
る
自
立
支
援
医
療
機
関
の
指
定
qqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqq（
障
害
福
祉
課
）
…
二

○
道
路
の
区
域
の
変
更
qqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqq（
道

路

課
）
…
二

○
道
路
の
供
用
の
開
始
qqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqq（

同

）
…
三

公

告

○
農
地
を
利
用
す
る
権
利
の
設
定
の
裁
定
申
請
qqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqq（
構
造
政
策
課
）
…
三

公
安
委
員
会

○
警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
講
習
（
新
規
取
得
講
習
）
の
実
施
qqqqqqqqq（
生
活
保
安
課
）
…
六

○
警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
講
習
（
追
加
取
得
講
習
）
の
実
施
qqqqqqqqq（

同

）
…
七

規

則

青
森
県
県
営
住
宅
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
四
年
五
月
十
一
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

青
森
県
規
則
第
四
十
一
号

青
森
県
県
営
住
宅
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

青
森
県
県
営
住
宅
規
則
（
昭
和
三
十
七
年
二
月
青
森
県
規
則
第
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
一
条
の
三
第
三
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
一

現
に
同
居
し
、
又
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
パ
ー
ト
ナ
ー
（
知
事
が
別
に
定
め
る
要
件
に
該

当
す
る
者
に
限
る
。
）
が
あ
る
者

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

告

示

青
森
県
告
示
第
二
百
八
十
四
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
四
条
の
二
第
五
項
に
お
い
て
準
用

す
る
同
法
第
五
十
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
指
定
介
護
機
関
か
ら
廃
止
し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ

た
の
で
、
同
法
第
五
十
五
条
の
三
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

令
和
四
年
五
月
十
一
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

居
宅
介
護
事
業
者

居
宅
介
護

事
業
の
種

類

居
宅
介
護
事
業
所

廃

止

年
月
日

名

称
主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

名

称
所

在

地

社
会
福
祉
法
人

平
川
市
社
会
福

祉
協
議
会

平
川
市
柏
木
町

藤
山
一
六
の
一
通
所
介
護
社
会
福
祉
法
人

平
川
市
社
会
福

祉
協
議
会
碇
ヶ

関
通
所
介
護
事

業
所

平
川
市
碇
ヶ
関

三
笠
山
一
二
〇

の
一

令
和四･
三･三一

青
森
県
報
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第
四
百
五
十
七
号

令
和
四
年五

月
十
一
日

（
水
曜
日
）



青
森
県
告
示
第
二
百
八
十
五
号

中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配

偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
）
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ

の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
。
以
下
「
例
に
よ

る
生
活
保
護
法
」
と
い
う
。
）
第
五
十
四
条
の
二
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
十
条
の
二

の
規
定
に
よ
り
、
次
の
指
定
介
護
機
関
か
ら
廃
止
し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
例
に
よ
る
生
活

保
護
法
第
五
十
五
条
の
三
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

令
和
四
年
五
月
十
一
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

居
宅
介
護
事
業
者

居
宅
介
護

事
業
の
種

類

居
宅
介
護
事
業
所

廃

止

年
月
日

名

称
主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

名

称
所

在

地

社
会
福
祉
法
人

平
川
市
社
会
福

祉
協
議
会

平
川
市
柏
木
町

藤
山
一
六
の
一
通
所
介
護
社
会
福
祉
法
人

平
川
市
社
会
福

祉
協
議
会
碇
ヶ

関
通
所
介
護
事

業
所

平
川
市
碇
ヶ
関

三
笠
山
一
二
〇

の
一

令
和四･
三･三一

青
森
県
告
示
第
二
百
八
十
六
号

救
急
病
院
等
を
定
め
る
省
令
（
昭
和
三
十
九
年
厚
生
省
令
第
八
号
）
第
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
、
次
の
と
お
り
救
急
病
院
を
認
定
し
た
の
で
、
同
令
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

令
和
四
年
五
月
十
一
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

名

称

所

在

地

認
定
の
有
効
期
限

南
部
病
院

三
戸
郡
南
部
町
大
字
沖
田
面
字
千

刈
五
二
の
二

令
和
七
年
四
月
三
十
日

青
森
県
告
示
第
二
百
八
十
七
号

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第

百
二
十
三
号
）
第
五
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
自
立
支
援
医
療
機
関
（
育
成
医
療
及
び
更
生

医
療
）
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
の
で
、
同
法
第
六
十
九
条
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

令
和
四
年
五
月
十
一
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

名

称

所

在

地

指

定

年
月
日

ス
ー
パ
ー
ス
ト
ア
調
剤
薬
局

北
津
軽
郡
中
泊
町
大
字
中
里
字
紅
葉
坂
一
五

四

令
和四･
四･
一

青
森
県
告
示
第
二
百
八
十
八
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り

道
路
の
区
域
を
変
更
し
た
の
で
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

な
お
、
そ
の
関
係
図
面
は
、
告
示
の
日
か
ら
令
和
四
年
六
月
十
日
ま
で
青
森
県
県
土
整
備
部
道
路

課
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
四
年
五
月
十
一
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾
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図
面
番
号

道
路
の

種

類

路
線
名

変

更

の

区

間

変
更
の

前
後
別

敷

地

の

幅

員

敷

地

の

延

長

備
考



青
森
県
告
示
第
二
百
八
十
九
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り

道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
の
で
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

な
お
、
そ
の
関
係
図
面
は
、
告
示
の
日
か
ら
令
和
四
年
六
月
十
日
ま
で
青
森
県
県
土
整
備
部
道
路

課
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
四
年
五
月
十
一
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

路

線

名

供

用

開

始

の

区

間

供
用
開
始

の

期

日

県
道
妙
売
市
線

八
戸
市
吹
上
一
丁
目
四
五
の
六
か
ら

八
戸
市
吹
上
一
丁
目
四
五
の
六
ま
で

令
和
四･
五･一一

公

告

農
地
を
利
用
す
る
権
利
の
設
定
の
裁
定
申
請

農
地
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
二
十
九
号
）
第
四
十
一
条
第
一
項
後
段
の
規
定
に
よ
り
、

農
地
中
間
管
理
機
構
か
ら
農
地
を
利
用
す
る
権
利
（
以
下
「
利
用
権
」
と
い
う
。
）
の
設
定
に
関
し

裁
定
の
申
請
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
同
法
第
三
十
八
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。

令
和
四
年
五
月
十
一
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

一

申
請
に
係
る
農
地
の
所
在
、
地
番
、
地
目
及
び
面
積

所

在

及

び

地

番

地

目

面
積
（
平
方
メ
ー
ト
ル
）

三
戸
郡
三
戸
町
大
字
貝
守
字
老
久
保
平
一

田

八
八
九

三
戸
郡
三
戸
町
大
字
貝
守
字
老
久
保
平
二

田

八
、
九
三
二

三
戸
郡
三
戸
町
大
字
貝
守
字
老
久
保
平
九

田

七
四
七

三
戸
郡
三
戸
町
大
字
貝
守
字
老
久
保
平
一
〇

田

四
、
五
六
八

三
戸
郡
三
戸
町
大
字
貝
守
字
老
久
保
平
一
一

の
一

田

七
、
六
九
五

三
戸
郡
三
戸
町
大
字
貝
守
字
老
久
保
平
一
一

の
三

田

八
〇
二

三
戸
郡
三
戸
町
大
字
貝
守
字
老
久
保
平
一
一

の
四

田

一
、
三
六
九

三
戸
郡
三
戸
町
大
字
貝
守
字
老
久
保
平
一
一

の
五

田

二
、
三
四
二

三
戸
郡
三
戸
町
大
字
貝
守
字
老
久
保
平
一
四

田

八
、
三
五
七

三
戸
郡
三
戸
町
大
字
貝
守
字
老
久
保
平
一
五

畑

三
、
一
六
七

三
戸
郡
三
戸
町
大
字
貝
守
字
老
久
保
平
一
七

畑

三
、
一
四
九

三
戸
郡
三
戸
町
大
字
貝
守
字
老
久
保
平
一
九

田

五
、
五
七
七

三
戸
郡
三
戸
町
大
字
貝
守
字
老
久
保
平
三
五

田

三
、
四
五
三
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１

県

道

妙
売
市
線

八
戸
市
吹
上
一
丁
目
四
五
の
六
か
ら

八
戸
市
吹
上
一
丁
目
四
五
の
六
ま
で

前

一
〇
・
三
〇
メ
ー
ト
ル
か
ら

二
六
・
四
〇
メ
ー
ト
ル
ま
で

一
一
・
六
〇
メ
ー
ト
ル

後

一
〇
・
三
〇
メ
ー
ト
ル
か
ら

二
七
・
七
〇
メ
ー
ト
ル
ま
で

一
一
・
六
〇
メ
ー
ト
ル



三
戸
郡
三
戸
町
大
字
貝
守
字
老
久
保
平
三
六

田

二
、
三
七
〇

三
戸
郡
三
戸
町
大
字
貝
守
字
老
久
保
平
三
七

田

一
、
七
七
七

三
戸
郡
三
戸
町
大
字
貝
守
字
老
久
保
平
三
八

田

二
、
四
九
八

三
戸
郡
三
戸
町
大
字
貝
守
字
老
久
保
平
五
六

田

一
、
八
二
八

三
戸
郡
三
戸
町
大
字
貝
守
字
老
久
保
九
の
一

田

一
八
、
八
〇
五

三
戸
郡
三
戸
町
大
字
貝
守
字
老
久
保
九
の
二

田

二
、
五
六
〇

三
戸
郡
三
戸
町
大
字
貝
守
字
老
久
保
九
の
三

田

三
、
三
〇
五

三
戸
郡
三
戸
町
大
字
貝
守
字
老
久
保
九
の
四

田

六
、
七
七
二

三
戸
郡
三
戸
町
大
字
貝
守
字
老
久
保
九
の
一

二

田

八
三

三
戸
郡
三
戸
町
大
字
貝
守
字
老
久
保
九
の
一

三

田

三
三
七

三
戸
郡
三
戸
町
大
字
貝
守
字
老
久
保
九
の
一

四

田

一
、
五
〇
七

三
戸
郡
三
戸
町
大
字
貝
守
字
上
杉
平
一
二
の

九
六

畑

一
、
二
九
五

三
戸
郡
三
戸
町
大
字
貝
守
字
上
杉
平
一
二
の

九
八

田

二
、
七
〇
三

三
戸
郡
三
戸
町
大
字
貝
守
字
上
杉
平
一
二
の

九
九

畑

一
、
二
六
五

三
戸
郡
三
戸
町
大
字
貝
守
字
北
太
鼓
森
平
二

〇
の
一

田

五
、
四
九
一

三
戸
郡
三
戸
町
大
字
貝
守
字
北
太
鼓
森
平
二

一
の
一

田

二
、
三
四
四

三
戸
郡
三
戸
町
大
字
貝
守
字
北
太
鼓
森
平
三

四
の
二

田

五
二
四

三
戸
郡
三
戸
町
大
字
貝
守
字
袖
久
保
一

田

一
、
一
七
七

三
戸
郡
三
戸
町
大
字
貝
守
字
袖
久
保
三

田

一
、
七
六
〇

三
戸
郡
三
戸
町
大
字
貝
守
字
袖
久
保
四

田

三
、
〇
九
一

三
戸
郡
三
戸
町
大
字
貝
守
字
袖
久
保
七

田

一
、
九
八
六

三
戸
郡
三
戸
町
大
字
貝
守
字
袖
久
保
九

畑

三
、
一
四
三

三
戸
郡
三
戸
町
大
字
貝
守
字
袖
久
保
一
九

畑

三
、
一
一
三

三
戸
郡
三
戸
町
大
字
貝
守
字
袖
久
保
二
〇

畑

四
、
二
八
〇

三
戸
郡
三
戸
町
大
字
貝
守
字
南
太
鼓
森
平
三

〇
の
一

畑

二
、
九
九
三

三
戸
郡
三
戸
町
大
字
貝
守
字
南
太
鼓
森
平
三

一
の
一

畑

一
、
六
五
三

三
戸
郡
三
戸
町
大
字
貝
守
字
南
太
鼓
森
平
五

〇
の
一

畑

八
、
五
三
一

二

申
請
に
係
る
農
地
の
利
用
の
現
況

耕
作
の
事
業
に
従
事
す
る
者
が
不
在
で
あ
る
。

三

申
請
に
係
る
農
地
に
つ
い
て
の
申
請
者
の
利
用
計
画
の
内
容
の
詳
細

裁
定
手
続
後
に
、
農
地
中
間
管
理
機
構
か
ら
借
受
希
望
者
に
農
地
を
貸
し
付
け
る
。

四

希
望
す
る
利
用
権
の
始
期
及
び
存
続
期
間
並
び
に
借
賃
に
相
当
す
る
補
償
金
の
額

農

地

の

区

分

利
用
権
の
始
期

存
続
期
間

借
賃
に
相
当
す
る
補
償
金
の

額
（
円
）

三
戸
郡
三
戸
町
大
字
貝
守
字
老

久
保
平
一

令
和
四
年
七
月

二
〇
年

一
〇
円

三
戸
郡
三
戸
町
大
字
貝
守
字
老

久
保
平
二

令
和
四
年
七
月

二
〇
年

一
〇
円

三
戸
郡
三
戸
町
大
字
貝
守
字
老

久
保
平
九

令
和
四
年
七
月

二
〇
年

一
〇
円
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三
戸
郡
三
戸
町
大
字
貝
守
字
老

久
保
平
一
〇

令
和
四
年
七
月

二
〇
年

一
〇
円

三
戸
郡
三
戸
町
大
字
貝
守
字
老

久
保
平
一
一
の
一

令
和
四
年
七
月

二
〇
年

一
〇
円

三
戸
郡
三
戸
町
大
字
貝
守
字
老

久
保
平
一
一
の
三

令
和
四
年
七
月

二
〇
年

一
〇
円

三
戸
郡
三
戸
町
大
字
貝
守
字
老

久
保
平
一
一
の
四

令
和
四
年
七
月

二
〇
年

一
〇
円

三
戸
郡
三
戸
町
大
字
貝
守
字
老

久
保
平
一
一
の
五

令
和
四
年
七
月

二
〇
年

一
〇
円

三
戸
郡
三
戸
町
大
字
貝
守
字
老

久
保
平
一
四

令
和
四
年
七
月

二
〇
年

一
〇
円

三
戸
郡
三
戸
町
大
字
貝
守
字
老

久
保
平
一
五

令
和
四
年
七
月

二
〇
年

一
〇
円

三
戸
郡
三
戸
町
大
字
貝
守
字
老

久
保
平
一
七

令
和
四
年
七
月

二
〇
年

一
〇
円

三
戸
郡
三
戸
町
大
字
貝
守
字
老

久
保
平
一
九

令
和
四
年
七
月

二
〇
年

一
〇
円

三
戸
郡
三
戸
町
大
字
貝
守
字
老

久
保
平
三
五

令
和
四
年
七
月

二
〇
年

一
〇
円

三
戸
郡
三
戸
町
大
字
貝
守
字
老

久
保
平
三
六

令
和
四
年
七
月

二
〇
年

一
〇
円

三
戸
郡
三
戸
町
大
字
貝
守
字
老

久
保
平
三
七

令
和
四
年
七
月

二
〇
年

一
〇
円

三
戸
郡
三
戸
町
大
字
貝
守
字
老

久
保
平
三
八

令
和
四
年
七
月

二
〇
年

一
〇
円

三
戸
郡
三
戸
町
大
字
貝
守
字
老

久
保
平
五
六

令
和
四
年
七
月

二
〇
年

一
〇
円

三
戸
郡
三
戸
町
大
字
貝
守
字
老

久
保
九
の
一

令
和
四
年
七
月

二
〇
年

一
〇
円

三
戸
郡
三
戸
町
大
字
貝
守
字
老

久
保
九
の
二

令
和
四
年
七
月

二
〇
年

一
〇
円

三
戸
郡
三
戸
町
大
字
貝
守
字
老

久
保
九
の
三

令
和
四
年
七
月

二
〇
年

一
〇
円

三
戸
郡
三
戸
町
大
字
貝
守
字
老

久
保
九
の
四

令
和
四
年
七
月

二
〇
年

一
〇
円

三
戸
郡
三
戸
町
大
字
貝
守
字
老

久
保
九
の
一
二

令
和
四
年
七
月

二
〇
年

一
〇
円

三
戸
郡
三
戸
町
大
字
貝
守
字
老

久
保
九
の
一
三

令
和
四
年
七
月

二
〇
年

一
〇
円

三
戸
郡
三
戸
町
大
字
貝
守
字
老

久
保
九
の
一
四

令
和
四
年
七
月

二
〇
年

一
〇
円

三
戸
郡
三
戸
町
大
字
貝
守
字
上

杉
平
一
二
の
九
六

令
和
四
年
七
月

二
〇
年

一
〇
円

三
戸
郡
三
戸
町
大
字
貝
守
字
上

杉
平
一
二
の
九
八

令
和
四
年
七
月

二
〇
年

一
〇
円

三
戸
郡
三
戸
町
大
字
貝
守
字
上

杉
平
一
二
の
九
九

令
和
四
年
七
月

二
〇
年

一
〇
円

三
戸
郡
三
戸
町
大
字
貝
守
字
北

太
鼓
森
平
二
〇
の
一

令
和
四
年
七
月

二
〇
年

一
〇
円

三
戸
郡
三
戸
町
大
字
貝
守
字
北

太
鼓
森
平
二
一
の
一

令
和
四
年
七
月

二
〇
年

一
〇
円

三
戸
郡
三
戸
町
大
字
貝
守
字
北

太
鼓
森
平
三
四
の
二

令
和
四
年
七
月

二
〇
年

一
〇
円

三
戸
郡
三
戸
町
大
字
貝
守
字
袖

久
保
一

令
和
四
年
七
月

二
〇
年

一
〇
円

三
戸
郡
三
戸
町
大
字
貝
守
字
袖

久
保
三

令
和
四
年
七
月

二
〇
年

一
〇
円

三
戸
郡
三
戸
町
大
字
貝
守
字
袖

久
保
四

令
和
四
年
七
月

二
〇
年

一
〇
円

三
戸
郡
三
戸
町
大
字
貝
守
字
袖

久
保
七

令
和
四
年
七
月

二
〇
年

一
〇
円

三
戸
郡
三
戸
町
大
字
貝
守
字
袖

久
保
九

令
和
四
年
七
月

二
〇
年

一
〇
円

三
戸
郡
三
戸
町
大
字
貝
守
字
袖

久
保
一
九

令
和
四
年
七
月

二
〇
年

一
〇
円

三
戸
郡
三
戸
町
大
字
貝
守
字
袖

久
保
二
〇

令
和
四
年
七
月

二
〇

年

一
〇
円
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三
戸
郡
三
戸
町
大
字
貝
守
字
南

太
鼓
森
平
三
〇
の
一

令
和
四
年
七
月

二
〇
年

一
〇
円

三
戸
郡
三
戸
町
大
字
貝
守
字
南

太
鼓
森
平
三
一
の
一

令
和
四
年
七
月

二
〇
年

一
〇
円

三
戸
郡
三
戸
町
大
字
貝
守
字
南

太
鼓
森
平
五
〇
の
一

令
和
四
年
七
月

二
〇
年

一
〇
円

五

意
見
書
の
提
出

申
請
に
係
る
農
地
の
所
有
者
は
、
知
事
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

１

提
出
期
限

令
和
四
年
五
月
二
十
五
日

２

提
出
先

青
森
県
農
林
水
産
部
構
造
政
策
課

３

記
載
事
項

㈠

意
見
書
の
提
出
者
の
氏
名
及
び
住
所
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務

所
の
所
在
地
並
び
に
代
表
者
の
氏
名
）

㈡

意
見
書
の
提
出
者
の
有
す
る
権
利
の
種
類
及
び
内
容

㈢

意
見
書
の
提
出
者
の
申
請
に
係
る
農
地
の
利
用
の
状
況
及
び
利
用
計
画

㈣

意
見
書
の
提
出
者
が
申
請
に
係
る
農
地
を
現
に
耕
作
の
目
的
に
供
し
て
い
な
い
理
由

㈤

意
見
の
趣
旨
及
び
そ
の
理
由

㈥

そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項

公

安

委

員

会

青
森
県
公
安
委
員
会
告
示
第
六
十
号

警
備
業
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
百
十
七
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
二
十
二
条
第
二
項

第
一
号
に
規
定
す
る
警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
講
習
（
以
下
「
新
規
取
得
講
習
」
と
い
う
。
）
を
次

の
と
お
り
実
施
す
る
の
で
、
警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
及
び
機
械
警
備
業
務
管
理
者
に
係
る
講
習
等

に
関
す
る
規
則
（
昭
和
五
十
八
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
二
号
。
以
下
「
講
習
規
則
」
と
い

う
。
）
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

令
和
四
年
五
月
十
一
日

青
森
県
公
安
委
員
会
委
員
長

野

呂

知

子

一

講
習
の
区
分

法
第
二
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
警
備
業
務
に
係
る
新
規
取
得
講
習

二

実
施
期
間
及
び
実
施
時
間

令
和
四
年
六
月
二
十
七
日
（
月
）
か
ら
同
年
七
月
四
日
（
月
）
ま
で
（
土
曜
日
及
び
日
曜
日
を

除
く
。
）
の
午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
五
十
五
分
ま
で
（
予
定
）

三

実
施
場
所

青
森
市
問
屋
町
一
丁
目
一
〇
の
一
〇

青
森
市
は
ま
な
す
会
館
（
予
定
）

四

受
講
定
員

三
十
人
（
予
定
）

五

受
講
対
象
者

受
講
申
込
日
に
お
い
て
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
と
す
る
。

１

最
近
五
年
間
に
受
講
し
よ
う
と
す
る
警
備
業
務
（
以
下
「
当
該
警
備
業
務
」
と
い
う
。
）
の

区
分
に
係
る
警
備
業
務
に
従
事
し
た
期
間
が
通
算
し
て
三
年
以
上
で
あ
る
者

２

警
備
員
等
の
検
定
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
七
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
二
十
号
。
以

下
「
検
定
規
則
」
と
い
う
。
）
第
四
条
に
規
定
す
る
一
級
の
検
定
（
当
該
警
備
業
務
の
区
分
に

係
る
も
の
に
限
る
。
）
に
係
る
法
第
二
十
三
条
第
四
項
の
合
格
証
明
書
（
以
下
「
合
格
証
明

書
」
と
い
う
。
）
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者

３

検
定
規
則
第
四
条
に
規
定
す
る
二
級
の
検
定
（
当
該
警
備
業
務
の
区
分
に
係
る
も
の
に
限

る
。
）
に
係
る
合
格
証
明
書
の
交
付
を
受
け
て
い
る
警
備
員
で
あ
っ
て
、
当
該
合
格
証
明
書
の

交
付
を
受
け
た
後
、
継
続
し
て
一
年
以
上
当
該
警
備
業
務
の
区
分
に
係
る
警
備
業
務
に
従
事
し

て
い
る
も
の

４

検
定
規
則
附
則
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
廃
止
前
の
警
備
員
等
の
検
定
に
関
す
る
規
則
（
昭
和

六
十
一
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
五
号
。
以
下
「
旧
検
定
規
則
」
と
い
う
。
）
第
一
条
第
二

項
に
規
定
す
る
一
級
の
検
定
（
当
該
警
備
業
務
の
区
分
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
に
合
格
し
た

者
５

旧
検
定
規
則
第
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
二
級
の
検
定
（
当
該
警
備
業
務
の
区
分
に
係
る
も

の
に
限
る
。
）
に
合
格
し
た
警
備
員
で
あ
っ
て
、
当
該
検
定
に
合
格
し
た
後
、
継
続
し
て
一
年

以
上
当
該
警
備
業
務
の
区
分
に
係
る
警
備
業
務
に
従
事
し
て
い
る
も
の

六

受
講
申
込
み
の
手
続

１

受
講
申
込
み
の
受
付
期
間
等

㈠

受
付
期
間

令
和
四
年
五
月
三
十
日
（
月
）
か
ら
同
年
六
月
三
日
（
金
）
ま
で
の
間
（
予
定
）
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㈡

受
付
時
間

午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
の
間

㈢

受
付
の
締
切
り

受
講
申
込
み
の
受
付
は
先
着
順
と
し
、
受
講
申
込
者
の
人
員
が
予
定
人
員
に
達
し
次
第
、

受
付
を
締
め
切
る
。

２

受
講
申
込
書
の
受
付
場
所

青
森
県
内
の
警
察
署
の
生
活
安
全
課
又
は
刑
事
生
活
安
全
課

３

申
込
方
法

六
の
２
の
受
付
場
所
に
受
講
申
込
み
の
書
類
及
び
受
講
手
数
料
を
持
参
し
て
申
込
み
を
行
う

こ
と
と
し
、
郵
送
等
に
よ
る
申
込
み
は
認
め
な
い
。

４

受
講
申
込
み
の
書
類

講
習
規
則
別
記
様
式
第
一
号
の
受
講
申
込
書
（
申
込
み
前
六
月
以
内
に
撮
影
し
た
無
帽
、
正

面
、
上
三
分
身
、
無
背
景
の
縦
の
長
さ
三
・
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
の
長
さ
二
・
四
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
の
写
真
一
葉
を
貼
り
付
け
る
こ
と
。
）
一
通
に
、
受
講
対
象
者
に
該
当
す
る
こ
と
を

疎
明
す
る
次
の
書
面
一
通
を
添
付
す
る
こ
と
。

㈠

五
の
１
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
警
備
業
務
に
従
事
し
て
い
た
こ
と
を
証
明
す
る
警
備
業

者
等
の
作
成
に
係
る
書
面
（
以
下
「
警
備
業
務
従
事
証
明
書
」
と
い
う
。
）
及
び
履
歴
書

㈡

五
の
２
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
一
級
検
定
（
当
該
警
備
業
務
の
区
分
に
係
る
も
の
に
限

る
。
）
の
合
格
証
明
書
の
写
し

㈢

五
の
３
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
二
級
検
定
（
当
該
警
備
業
務
の
区
分
に
係
る
も
の
に
限

る
。
）
の
合
格
証
明
書
の
写
し
及
び
警
備
業
務
従
事
証
明
書

㈣

五
の
４
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
旧
一
級
検
定
（
当
該
警
備
業
務
の
区
分
に
係
る
も
の
に

限
る
。
）
の
合
格
証
の
写
し

㈤

五
の
５
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
旧
二
級
検
定
（
当
該
警
備
業
務
の
区
分
に
係
る
も
の
に

限
る
。
）
の
合
格
証
の
写
し
及
び
警
備
業
務
従
事
証
明
書

５

受
講
手
数
料

受
講
手
数
料
三
万
八
千
円
分
を
青
森
県
収
入
証
紙
に
よ
り
、
受
講
申
込
書
提
出
時
に
納
入
す

る
こ
と
。

七

講
習
受
付
時
間

講
習
初
日
の
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
前
九
時
ま
で
の
間

八

そ
の
他

１

講
習
受
講
後
、
修
了
考
査
を
行
い
、
講
習
に
係
る
事
項
を
修
得
し
た
と
認
め
ら
れ
る
者
に
対

し
、
講
習
修
了
証
明
書
を
交
付
す
る
。

２

受
講
者
は
、
筆
記
用
具
を
持
参
す
る
こ
と
。

九

受
講
申
込
み
に
関
す
る
問
合
せ
先

１

青
森
県
警
察
本
部
生
活
安
全
部
生
活
保
安
課

電
話
〇
一
七
―
七
二
三
―
四
二
一
一

２

青
森
県
内
の
警
察
署
の
生
活
安
全
課
又
は
刑
事
生
活
安
全
課

青
森
県
公
安
委
員
会
告
示
第
六
十
一
号

警
備
業
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
百
十
七
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
二
十
二
条
第
二
項

第
一
号
に
規
定
す
る
警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
講
習
（
法
第
二
十
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
警
備
員

指
導
教
育
責
任
者
資
格
者
証
又
は
警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
及
び
機
械
警
備
業
務
管
理
者
に
係
る
講

習
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
五
十
八
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
二
号
。
以
下
「
講
習
規
則
」
と
い

う
。
）
第
七
条
に
規
定
す
る
警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
講
習
修
了
証
明
書
（
以
下
「
資
格
者
証
等
」

と
い
う
。
）
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者
に
対
す
る
当
該
資
格
者
証
等
に
係
る
警
備
業
務
の
区
分
以
外

の
警
備
業
務
の
区
分
に
係
る
講
習
。
以
下
「
追
加
取
得
講
習
」
と
い
う
。
）
を
次
の
と
お
り
実
施
す

る
の
で
、
講
習
規
則
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

令
和
四
年
五
月
十
一
日

青
森
県
公
安
委
員
会
委
員
長

野

呂

知

子

一

講
習
の
区
分

法
第
二
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
警
備
業
務
に
係
る
追
加
取
得
講
習

二

実
施
期
間
及
び
実
施
時
間

令
和
四
年
六
月
三
十
日
（
木
）
か
ら
同
年
七
月
四
日
（
月
）
ま
で
（
土
曜
日
及
び
日
曜
日
を
除

く
。
）
の
午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
（
予
定
）

三

実
施
場
所

青
森
市
問
屋
町
一
丁
目
一
〇
の
一
〇

青
森
市
は
ま
な
す
会
館
（
予
定
）

四

受
講
定
員

五
人
（
予
定
）

五

受
講
対
象
者

受
講
申
込
日
に
お
い
て
、
受
講
し
よ
う
と
す
る
警
備
業
務
（
以
下
「
当
該
警
備
業
務
」
と
い

う
。
）
の
区
分
以
外
の
警
備
業
務
の
区
分
に
係
る
資
格
者
証
等
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者
で
、
か
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つ
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
と
す
る
。

１

最
近
五
年
間
に
当
該
警
備
業
務
の
区
分
に
係
る
警
備
業
務
に
従
事
し
た
期
間
が
通
算
し
て
三

年
以
上
で
あ
る
者

２

警
備
員
等
の
検
定
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
七
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
二
十
号
。
以

下
「
検
定
規
則
」
と
い
う
。
）
第
四
条
に
規
定
す
る
一
級
の
検
定
（
当
該
警
備
業
務
の
区
分
に

係
る
も
の
に
限
る
。
）
に
係
る
法
第
二
十
三
条
第
四
項
の
合
格
証
明
書
（
以
下
「
合
格
証
明

書
」
と
い
う
。
）
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者

３

検
定
規
則
第
四
条
に
規
定
す
る
二
級
の
検
定
（
当
該
警
備
業
務
の
区
分
に
係
る
も
の
に
限

る
。
）
に
係
る
合
格
証
明
書
の
交
付
を
受
け
て
い
る
警
備
員
で
あ
っ
て
、
当
該
合
格
証
明
書
の

交
付
を
受
け
た
後
、
継
続
し
て
一
年
以
上
当
該
警
備
業
務
の
区
分
に
係
る
警
備
業
務
に
従
事
し

て
い
る
も
の

４

検
定
規
則
附
則
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
廃
止
前
の
警
備
員
等
の
検
定
に
関
す
る
規
則
（
昭
和

六
十
一
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
五
号
。
以
下
「
旧
検
定
規
則
」
と
い
う
。
）
第
一
条
第
二

項
に
規
定
す
る
一
級
の
検
定
（
当
該
警
備
業
務
の
区
分
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
に
合
格
し
た

者
５

旧
検
定
規
則
第
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
二
級
の
検
定
（
当
該
警
備
業
務
の
区
分
に
係
る
も

の
に
限
る
。
）
に
合
格
し
た
警
備
員
で
あ
っ
て
、
当
該
検
定
に
合
格
し
た
後
、
継
続
し
て
一
年

以
上
当
該
警
備
業
務
の
区
分
に
係
る
警
備
業
務
に
従
事
し
て
い
る
も
の

六

受
講
申
込
み
の
手
続

１

受
講
申
込
み
の
受
付
期
間
等

㈠

受
付
期
間

令
和
四
年
五
月
三
十
一
日
（
火
）
か
ら
同
年
六
月
三
日
（
金
）
ま
で
の
間
（
予
定
）

㈡

受
付
時
間

午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
の
間

㈢

受
付
の
締
切
り

受
講
申
込
み
の
受
付
は
先
着
順
と
し
、
受
講
申
込
者
の
人
員
が
予
定
人
員
に
達
し
次
第
、

受
付
を
締
め
切
る
。

２

受
講
申
込
書
の
受
付
場
所

青
森
県
内
の
警
察
署
の
生
活
安
全
課
又
は
刑
事
生
活
安
全
課

３

申
込
方
法

六
の
２
の
受
付
場
所
に
受
講
申
込
み
の
書
類
及
び
受
講
手
数
料
を
持
参
し
て
申
込
み
を
行
う

こ
と
と
し
、
郵
送
等
に
よ
る
申
込
み
は
認
め
な
い
。

４

受
講
申
込
み
の
書
類

講
習
規
則
別
記
様
式
第
一
号
の
受
講
申
込
書
（
申
込
み
前
六
月
以
内
に
撮
影
し
た
無
帽
、
正

面
、
上
三
分
身
、
無
背
景
の
縦
の
長
さ
三
・
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
の
長
さ
二
・
四
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
の
写
真
一
葉
を
貼
り
付
け
る
こ
と
。
）
一
通
及
び
既
に
交
付
を
受
け
て
い
る
警
備
業

務
の
区
分
に
係
る
資
格
者
証
等
の
写
し
に
、
受
講
対
象
者
に
該
当
す
る
こ
と
を
疎
明
す
る
次
の

書
面
一
通
を
添
付
す
る
こ
と
。

㈠

五
の
１
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
警
備
業
務
に
従
事
し
て
い
た
こ
と
を
証
明
す
る
警
備
業

者
等
の
作
成
に
係
る
書
面
（
以
下
「
警
備
業
務
従
事
証
明
書
」
と
い
う
。
）
及
び
履
歴
書

㈡

五
の
２
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
一
級
検
定
（
当
該
警
備
業
務
の
区
分
に
係
る
も
の
に
限

る
。
）
の
合
格
証
明
書
の
写
し

㈢

五
の
３
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
二
級
検
定
（
当
該
警
備
業
務
の
区
分
に
係
る
も
の
に
限

る
。
）
の
合
格
証
明
書
の
写
し
及
び
警
備
業
務
従
事
証
明
書

㈣

五
の
４
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
旧
一
級
検
定
（
当
該
警
備
業
務
の
区
分
に
係
る
も
の
に

限
る
。
）
の
合
格
証
の
写
し

㈤

五
の
５
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
旧
二
級
検
定
（
当
該
警
備
業
務
の
区
分
に
係
る
も
の
に

限
る
。
）
の
合
格
証
の
写
し
及
び
警
備
業
務
従
事
証
明
書

５

受
講
手
数
料

受
講
手
数
料
一
万
四
千
円
分
を
青
森
県
収
入
証
紙
に
よ
り
、
受
講
申
込
書
提
出
時
に
納
入
す

る
こ
と
。

七

講
習
受
付
時
間

講
習
初
日
の
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
前
九
時
ま
で
の
間

八

そ
の
他

１

講
習
受
講
後
、
修
了
考
査
を
行
い
、
講
習
に
係
る
事
項
を
修
得
し
た
と
認
め
ら
れ
る
者
に
対

し
、
講
習
修
了
証
明
書
を
交
付
す
る
。

２

受
講
者
は
、
筆
記
用
具
を
持
参
す
る
こ
と
。

九

受
講
申
込
み
に
関
す
る
問
合
せ
先

１

青
森
県
警
察
本
部
生
活
安
全
部
生
活
保
安
課

電
話
〇
一
七
―
七
二
三
―
四
二
一
一

２

青
森
県
内
の
警
察
署
の
生
活
安
全
課
又
は
刑
事
生
活
安
全
課
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